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ダ
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令和3年10月15日 

(金曜日) 

裏面もご覧ください 

下澤 章江 さん 作 

 

 

私
事
で
大
変
恐
縮
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
令
和
３
年
度
（
５
月

20
日
付
）
で
小
倉
南
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
会
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
日
頃
よ
り
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
各
町
内
会

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
「
の
ば
そ
う
健
康

寿
命
、
担
お
う
地
域
づ
く
り

を
」
を
目
標
に
老
後
の
幸
せ
と

助
け
合
い
の
精
神
の
も
と
活
動

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
た
め
、
諸
事
業
が
実
施
す
る

11
月 

19
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

22
日
（
金
）
絵
手
紙
教
室 

 
 
 
 
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
20
時
～ 

26
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

29
日
（
金
）
市
民
講
座 

 
 
 
 
 
 

「
味
噌
作
り
」 

 

2
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

5
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
会 

6
日
（
土
）
市
民
講
座
「
健
康
講
話
」 

8
日
（
月
）
家
庭
教
育
学
級 

開
級
式 

 
 
 
 
 
 

山
本
美
也
子
氏
講
演 

9
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

12
日
（
金
）
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
15
時
～ 

10

月

の

絵

手

紙 

 
 

 

 

 

 

  

※  コロナウイルス感染症の拡大状況 に
より、掲載の行事予定等が   中止または
変更 になる場合がありますの で、市民  
 センターにお問合わせ下さい。 
 日々変わるコロナ対策ですので、その
旨ご理解頂きますようお願いします。 

 

東
谷
地
区
の
皆
様
に
は
、

弊
社
の
操
業
に
対
し
、
日
頃

よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
流
行
か
ら
、
既
に
１
年

以
上
が
経
過
致
し
ま
し
た

が
、
未
だ
収
束
が
見
通
せ

ず
、
東
谷
地
区
の
様
々
な
行

事
も
昨
年
に
引
続
き
中
止
ま

た
は
縮
小
と
、
地
域
の
皆
様

と
の
交
流
の
場
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
非

常
に
残
念
で
あ
り
、
活
力
あ

る
東
谷
地
区
の
復
活
を
祈
念

す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
職
域
接
種

の
際
に
は
、
弊
社
に
も
お
声

掛
け
を
頂
き
、
弊
社
関
係
者

１
９
２
名
が
接
種
出
来
ま
し

た
こ
と
を
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
弊
社
ご
と
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
本

年
５
月
を
も
ち
ま
し
て
、
グ

ル
ー
プ
創
業
１
５
０
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
弊
社
グ
ル
ー
プ
の
発
祥

は
、
１
８
７
１
年
（
明
治
４

年
）
に
九
十
九
商
会
（
後
の

三
菱
会
社
の
前
身
）
が
炭
砿

事
業
に
進
出
し
た
こ
と
に
ご

ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
１
５
０

年
間
、
社
会
構
造
の
変
化
に

適
応
し
、
事
業
構
造
の
転
換

を
図
り
、
事
業
を
存
続
・
拡

充
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
創
業

者
・
岩
崎
彌
太
郎
が
海
運
か

ら
炭
砿
・
鉱
山
へ
進
出
し
た

こ
と
に
始
ま
る
変
革
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
が
息
づ
き
、
開
拓
者
と
し

て
の
精
神
を
発
揮
し
て
き
た

こ
と
が
そ
の
原
動
力
と
い
え

ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
東
谷
鉱

山
が
属
す
る
弊
社
セ
メ
ン
ト

事
業
カ
ン
パ
ニ
ー
は
、
来
年

の
４
月
に
宇
部
興
産
㈱
と
両

社
の
セ
メ
ン
ト
事
業
及
び
そ

の
関
連
事
業
等
の
統
合
を
行

い
、
新
会
社
『
Ｕ
Ｂ
Ｅ(

ユ
ー

ビ
ー
イ
ー
）
三
菱
セ
メ
ン
ト

㈱
』
へ
と
社
名
変
更
と
な

り
、
装
い
を
新
た
に
す
る
と

こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

我
々
の
使
命
に
変
わ
り
は
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

社
名
が
変
わ
り
ま
し
て

も
、
共
存
共
栄
の
精
神
の

下
、
地
域
の
発
展
を
願
う
と

共
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
操

業
を
続
け
て
参
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
引
続
き
ご

理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
10
月 

  
 

こ
と
が
出
来
な
く
な
り
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。 

 

７
月
中
旬
か
ら
８
月
に
か
け

感
染
が
急
拡
大
し
ま
し
た
。
若

年
層
や
中
年
層
を
中
心
に
感
染

範
囲
が
広
が
り
、
家
庭
や
職

場
、
さ
ら
に
高
齢
者
施
設
に
持

ち
込
ま
れ
、
感
染
が
一
層
広

が
っ
て
い
た
が
、
お
盆
以
降
は

長
雨
で
外
出
機
会
が
減
っ
た
こ

と
や
、
例
年
よ
り
早
く
暑
さ
が

和
ら
い
だ
こ
と
な
ど
が
要
因
で

感
染
者
数
が
減
少
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
特
に
北
九
州
市
で
65
才

以
上
の
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
が
90
％
と
接
種
が
進
ん
だ

こ
と
も
追
い
風
に
な
っ
た
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
東
谷
老
連
の
事
務
局

長
と
し
て
長
い
間
に
亘
務
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
西
村
勉
治
さ
ん

（
木
下
町
内
）
が
、
３
月
末
で

勇
退
さ
れ
ま
し
た
。
西
村
様
に

は
心
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
贈
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

後
任
に
は
東
谷
地
区
で
民
生

委
員
や
公
民
館
長
な
ど
歴
任
さ

れ
人
望
も
厚
い
下
條
光
次
さ
ん

（
市
丸
町
内
）
が
就
任
い
た
し

ま
し
た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。 

 

な
お
、
紙
面
を
お
借
り
し
ま

し
て
東
谷
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
役
員
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

会
長 

 

山
下
一
則(

新
南
） 

 

副
会
長 

坂
口
武
春(

木
下
） 

 

副
会
長 

岸
川
義
隆(

紫
水) 

 

副
会
長
兼
女
性
部
長 

 
 
 
 
 

松
﨑
博
子(

新
南
） 

 

事
務
局
兼
会
計
担
当 

 
 
 
 
 

下
條
光
次(

市
丸
） 

 

監
査
役 

丸
田
悟
義(

呼
野
） 

 
 
 
 
 

鮎
川
国
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 

(

石
原
町
） 

 

こ
れ
か
ら
も
役
員
の
皆
さ
ん

は
じ
め
、
各
町
内
会
老
人
ク
ラ

ブ
会
長
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
生
涯
を
通
し
て
健
康
で
心

身
と
も
に
豊
か
に
生
き
が
い
を

も
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
「
豊

か
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
」
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
目
指

し
、
身
近
で
出
来
る
こ
と
か
ら

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
来

る
11

月
19

日
（
金
）
に
東
谷
老

連
主
催
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
実
施
し
ま
す
。
60

才
以
上

の
皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
豪
華
賞
品
、
参
加
賞

な
ど
多
数
準
備
し
て
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。  

絵
手
紙
教
室 

東
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室 

10
月
22
日
【金
】
10
時
～
お
気
軽
に
ど
う
ぞ 

三菱マテリアル㈱ 
東谷鉱山長 
三上 一成 

小倉南区老人クラブ
連合会 会長 
山下 一則 

平尾台入口のバス停の名称が 

「東谷興農会前」になりました。 

 運行初日に、内尾会長をはじめ、

地区役員の方数名が、頂吉越 

6：38発の始発便に乗車された

そうです。 

『乗って残そう新バス路線』 

これから先も、バス路線が存続で

きるよう、皆様ご利用下さい。  

 10月1日(金)より、 
小型の可愛いバスが運

行しています。 

 皆さんは、バスが通る

姿をもう見かけました

か？ 
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表面もご覧ください 

  2 0 2 1年 1 0月 1 5日 （ 金曜 日） 第 0 1 9 1 号 

東谷地区まちづくり 
協議会 副会長 
有吉 和美 

  

みなさんこんにちは、東谷医院の院長白原で

す。新型コロナウイルス感染症で行動が制限され

ている中、お元気でお過ごしでしょうか。 

 現在(９月２９日)、新規感染者数の減少、病床使

用率の減少等により、１０月より緊急事態宣言が解

除されることが決まりました。加えて、ワクチンの

接種率も上昇し(福岡県で２回接種が50%以上)と、

少し明るい兆しが見えほっとされているのではな

いでしょうか。 

 一方でより感染力の強いウイルスの型が主流に

 

なるなど、油断できない状態が続いております。引き続きワクチンを

接種されていない方は、ワクチンを接種し、外出の際は引き続き三

密を避ける・マスク・手洗い等の基本的対策とともに、外出先の感染

状況を把握し混雑を避け、感染対策が十分とられている施設を利用

するなどの対策が必要です。飲食店を利用されることもあるでしょ

うが、感染対策が徹底されているお店を利用し少人数で、長時間の

利用は避けるなどの対策が必要です。新しい経口の治療薬が開発

中であるなど、今後の動きも注視されます。 

 １１月６日可能であれば、その時点での新型コロナウイルス感染症

の状態、ワクチンについて、治療薬に関してなど、お話しできますの

で興味のある方はご参加ください。 

東谷医院 
院 長  
白原 昶 

東大野八幡神社 
宮 司 

重村 正親 

 

昭
和
二
十
六
年
十
二
月
一
日

市
丸
町
内
に
生
ま
れ
今
年
の
十

二
月
に
は
、
古
稀
の
祝
い
を
盛

大
に
行
う
歳
に
な
り
ま
し
た
。 

幸
い
に
し
て
、
今
ま
で
大
病
も

せ
ず
に
生
き
て
こ
れ
た
の
も
、

丈
夫
な
身
体
に
生
ん
で
く
れ
た

両
親
に
感
謝
で
す
。 

 

こ
の
ま
ま
元
気
に
生
き
て
い

け
る
も
の
と
自
信
が
あ
っ
た

が
、
今
年
の
六
月
に
我
が
主
治

医
か
ら
元
々
糖
尿
病
の
気
が

あ
っ
た
た
め
、
目
の
検
査
を
定

期
的
に
実
施
す
る
よ
う
に
指
導

を
受
け
て
い
た
の
で
、
た
ま
た

ま
今
年
の
四
月
か
ら
新
小
倉
病

院
に
眼
科
が
開
設
さ
れ
、
常
駐

 

次
第
に
秋
の
気
配
を
感
じ
ら

れ
る
今
日
こ
の
頃
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
東
谷
地
区
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
九
月
末
ま
で
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
感
染

者
数
も
徐
々
に
減
少
傾
向
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。 

 

扨
、
恒
例
の
秋
季
例
大
祭
の

季
節
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
昨
年
の
秋
季
例
大
祭
は
コ

ロ
ナ
禍
を
鑑
み
、
祭
典
の
み
の

斎
行
を
行
い
、
御
神
幸
の
渡
御

や
前
夜
祭
を
中
止
と
致
し
ま
し

た
。
本
年
は
昨
年
よ
り
少
し
で

も
前
進
し
た
秋
季
例
大
祭
の
斎

行
を
目
指
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

変
異
株
な
ど
、
不
安
要
素
が
ま

だ
ま
だ
強
く
、
本
年
も
十
一
月

三
日
の
祭
典
の
み
の
斎
行
を
行

う
事
と
な
り
ま
し
た
。
楽
し
み

に
し
て
頂
い
て
い
た
皆
様
方
へ

は
大
変
申
し
訳
な
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。 

 

想
え
ば
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍

で
、
通
常
通
り
の
お
祭
り
は
斎

行
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
全
て

祭
典
の
み
の
斎
行
と
し
、
直
会

（
ナ
オ
ラ
イ
）
や
催
し
行
事
は

中
止
と
な
り
、
大
変
寂
し
い
お

祭
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
総
代
さ
ん
を
始

め
氏
子
青
年
会
や
瑞
穂
会
の
皆

さ
ん
と
共
に
準
備
し
、
東
谷
地

区
の
各
種
団
体
ご
代
表
の
皆
様

に
ご
参
列
頂
き
、
地
域
の
安
寧

と
疫
病
退
散
を
心
よ
り
ご
祈
念

致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

祭
典
は
ま
だ
ま
だ
通
常
通
り

と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
神
社
は

年
中
無
休
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
気
分
転
換
の

為
の
お
散
歩
が
て
ら
に
是
非
ご

参
拝
下
さ
い
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

の
医
師
が
こ
ら
れ
た
の
で
、

ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
診
察
を
受

け
た
と
こ
ろ
、
右
目
鼻
側
角
膜

輪
部
に
扁
平
な
隆
起
と
コ
イ
ル

状
の
血
管
拡
張
を
認
め
た
。
上

皮
内
癌
が
疑
わ
れ
精
査
加
療
目

的
に
当
科
紹
介
受
診
と
な
っ

た
。
一
言
で
言
え
ば
右
目
の
角

膜
に
腫
瘍
が
出
来
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
癌
の
疑
い
が
あ
る
の

で
早
急
に
対
応
が
必
要
と
の
こ

と
で
、
目
に
腫
瘍
が
出
来
る
と

は
、
聞
い
た
こ
と
無
い
の
で

色
々
文
献
を
調
べ
た
が
、
細
胞

の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
腫
瘍
が

出
来
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

幸
い
の
こ
と
で
、
新
小
倉
病

院
の
医
師
は
九
州
大
学
病
院
出

の
医
師
で
、
当
日
に
九
大
に
電

話
し
紹
介
状
を
書
く
の
で
九
大

で
精
密
検
査
を
受
け
る
様
に
言

わ
れ
、
七
月
十
四
日
に
予
約
を

入
れ
て
く
れ
た
。
九
大
病
院

は
、
初
め
て
で
場
所
も
わ
か
ら

な
か
っ
た
か
ら
、
娘
が
ナ
ビ
で

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
娘
に

感
謝
で
す
。 

 

病
院
に
着
い
て
驚
い
た
の

は
、
専
門
医
が
百
人
位
い
て
、

私
の
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

で
き
て
お
り
、
数
人
の
医
師
が

検
査
を
行
っ
た
。
最
後
の
言
葉

が
、
新
小
倉
病
院
の
中
村
医
師

の
こ
と
で
す
が
、
「
良
く
見
つ

け
た
で
す
ね
」
で
し
た
。
そ
れ

ほ
ど
分
か
り
に
く
い
写
真
で
し

た
。 

 

そ
れ
か
ら
は
、
検
査
検
査
の

毎
日
で
し
た
。
当
初
は
角
膜
を

液
化
ガ
ス
で
冷
凍
凝
固
で
腫
瘍

を
小
さ
く
し
て
そ
ぎ
落
と
し
口

の
中
の
細
胞
を
角
膜
に
移
植
す

る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
全
身
麻

酔
で
手
術
を
行
う
予
定
で
あ
っ

た
が
、
糖
尿
病
の
薬
の
中
に
全

身
麻
酔
で
は
、
使
え
な
い
薬
が

あ
り
局
部
麻
酔
に
変
更
に
な
っ

た
。
意
識
が
あ
る
中
で
の
手
術

だ
か
ら
全
て
が
見
え
る
状
態
で
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気
味
が
悪
か
っ
た
。
医
師
の
腕

が
見
え
メ
ス
も
見
え
手
の
中
の

針
が
見
え
五
針
縫
い
、
瞼
を
閉

じ
る
と
チ
ク
チ
ク
す
る
痛
さ
で

し
た
。
糸
は
自
然
に
溶
け
る
と

の
こ
と
で
三
日
で
チ
ク
チ
ク
し

な
く
な
り
ま
し
た
。
病
室
は
眼

科
全
て
が
十
一
階
で
朝
八
時
三

十
分
か
ら
学
生
十
人
程
度
を
連

れ
た
教
授
が
、
テ
レ
ビ
画
面
で

私
の
術
後
の
写
真
を
見
な
が
ら

講
義
を
し
て
い
た
。
朝
の
検
診

が
終
わ
る
と
暇
で
仕
方
が
な

い
。
幸
い
の
こ
と
に
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
中
で
の
ん
び
り

観
戦
が
で
き
ま
し
た
。 

 

最
後
に
糖
尿
病
の
疾
患
が
あ

る
方
は
、
出
来
る
だ
け
眼
底
検

査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
現
在
右
目
は
、
抗
が
ん

剤
点
眼
に
て
徹

底
的
に
腫
瘍
を

消
滅
す
る
治
療

を

行

っ

て

い

る
。  

「 健康講話 」 

 長い間、資料館を閉館し

ていましたが、この度、新興

農会館内に展示コーナーが

共設されました。各町内の

公民館長さんが、交代で皆

様をご案内します。 

東谷の歴史と文化に触れて

みてはいかがでしょうか？ 

多くの見学者をお待ちして

おります。 

 

10/9 市民センター草刈り 

（※ 書籍の貸し出しもいたします） 

10/9 石原町駅の

草刈りも行いました 

駅周辺も綺麗になり

ました 


